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研究着手 にあたり本研究グループでは、 基本となる絵画下地を、 自製した白亜地塗料 を塗布した
キャンパス（以下：「白亜地キャンパス」）とし、 比較対象 としてクサカベ製ジェッソ を塗布したキャ
ンパス （以下：「クサカベ製ジェッソ キャンパスJ） とした。 また、 それぞ れ の作製手順での走査型
電子顕微鏡 （以下： SEM ）による観察と考察を行い、 あわせて「白亜地キャンパスJ の顔料成分
となる、 重質炭酸カルシウム、 チタニウムホワイト（アナターゼ型、 酸化 チタン）のSEM による
観察も並行して行った。
上記の観察から「白亜地キャンパス」の白亜地層は吸収性があるというよりも、 多孔質構造によっ
て毛細管現象を引き起こし、 絵具の浸潤する空間が十分にあることが判明した。 このことが絵異 層
の接着力 （食い付き ）を高める要因となっていると考えられ る。
それ に対し「クサカベ製ジェッソ キャンパスjの表面 は、 顔料 の粒子形状 がほとんど確認できな
いほど平滑で、あり、「白亜地キャンパスjに比べると 、 絵具の浸潤する空間が十分にあるとは言え
ないと総括 した。（絵画 における新 しい下地塗料 の研究一白亜地キャンパス の走査型電子顕微鏡
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着目し、 研究に着手した。 我々が躍に着目した理由は、「白亜地キャンパス」 の作製工程が容易で
ないことは躍の性質に由来していることは明らかで、 たとえば、 作製前日から躍を膨潤し60℃以
下で湯煎しなけれ ばならないことや、 腰が気温の低下によってゲル化 してしまうこと、 低温保存し
でも腐敗しやすい性質があげられ る。 このような問題を解決し、利便性の高い下地塗料 の開発をす
ることが研究目的のひとつである。
これ らのことを踏まえ本研究グループでは、 我々の条件に見合った塗料 を開発するためには、 勝
以外のパインダーの選定もしくは開発が必要であり、 そのことが研究目的に到達する最短路である

















上記 の観察から、 毛細管現象を引き起こし、 絵具の浸潤する空間が十分にある構造の「白亜地
キャンパスJに対して、「ラングレ処方キャンパス 」では、 絵具が構造中に移行している様子は観




により判断できた。 これまでにも「クサカべ 製ジェッソ キャンパスj で絵具の浸潤する空間が十分
にできない塗料の構造は観察されており、 今後本研究では、 パインダーの濃度 や製 造方法に着目し
て研究に取り組む必要性がある。（絵画における新 しい下地 塗料の研究一白亜地キャンパス の走
査型電子顕微鏡による観察II －『愛知県立芸術大学紀要39号』 にて報告）
油絵具とバインダーの付着性試験では、 昭と合成樹脂（ポリビニルアルコール）（以下：PVA)
の油絵具との、塗膜接着 性評価を行った。 これまでのSEM による観察結果から「白亜地キャンパスj
の白亜地層は、 その構造により油絵具と固着することが考察されている。 この試験を行うことで、
油絵具が腰そのものと 付着 しているか明確になる。 なお、 躍との比較試料としてPVAが選定され
たのは、 水性塗料などのパインダーとして広く普及しており、 扱いが躍に比べて煩雑でなく、 水へ










JIS K5600ふ6 塗膜の機械的性質一付着性（クロス カット法（碁盤目テープ法））に準じて行い
塗膜の接着 性を評価した。 なお、 クロス カットはlmm間隔で、行った。
3. 結果
腰、 PVAとも全てのマス 目がはがれ、 油絵具との付着 性は極めて低いことがわかった。
本試験により、 ウサギ躍の塗膜に油絵具を塗布した際の層 間付着 性は極めて低いことが確認され
た。 したがって「白亜地キャンパスjにおいては、 油絵具の層が躍に付着しているのではなL 、。 こ
れまでの研究からも考察されたと おり、「白亜地キャンパスJ では、 油絵具層が白亜地塗料により
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こしにくくなり、 容器内での保存安定性を得 ることに繋がる。 その他にも腐敗を防止するための方







前穆塗りキャンパス （前勝塗り※1) ／重質炭酸カルシウム（クサカベ販売） ／チタニウムホワ











・腹水（水：腹＝1,000cc : 80g) 1容量














水に分散湿潤剤、 チタニウムホワイト、 重質炭酸カルシウムを加え、 撹持機で撹持し、 三本
ロールミルにより分散させる。 分散液と腰水を撹持機で撹梓し混ぜ合わせる。





















































愛知県立芸術大学紀ti No.40 (2010) 
②分散湿潤剤を配合し、 三本ロールミルで作製した白車地塗料
写真13 薄眼前の表面 写真14 期限前の表面（拡大1)
写真15 薄眼前の表面（拡大2) 写真16 薄）｜裂後の表面












ることが観察できる （写真19～20）。 油絵具を塗布したとき、 絵具の浸潤する空間が乏しく絵具
が移行した状態を観察することができなかった（写真21～24）。
① PVAをパインダーとした白亜地塗料 に こでいう薄躍はPVA水溶液を希釈したもの）
写真25 薄眼前の表面 写真26 1制限前の表面 （拡大1)
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写真27 薄眼前の表面（拡大2) 写真28 1\itll翌後の表面
写真29 y'[!;t)J翌後の表面（拡大1) 写真30 /t!;()J裂後の表面（拡大2)
写真31 薄II針変の折り曲げてできた断固 写真32；制限後の折り山げでできた断面（拡大）
写真33 絵具との境目 写真34 絵具との境§I （拡大）
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写真35 油絵具から速いところ（表面） 写真36 i1!1絵具から近いところ（表而）
［③PVAをパインダーとした白亜地塗料の観察］
薄!I翌 （ここでいう薄!I要はPVA水溶液を希釈したもの） を塗る前は「白亜地キャンパス」とそれ
ほど差はない （写真25～27）。 しかし、 薄！｜裂を塗ると「白盟地キャンパスJほどきちんとPVAで










可能性があることが観察から判明した 。 絵具の浸111�1する空間が十分にあり、 結果的に多孔質を形成








（手作業で撹梓） に塗料をつくり、 キャンパスに塗布することが最適といえる 。
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